
増

感

母

･T,:.:.･i:･･棚':I

0

土

億

安

曇

の
天
然

橋

架
郵
郡
穀
斡
町
の
束
な
る
伊
尾
木
に
あ

る
｡
部
熟
の
北
背
後
に
は
三
十
米
ほ
と
の
小
丘
が
あ
り
鮮
新
世
の
砂
岩
の

上
に
瓢
横
位
の
砂
利
暦
が
あ
る
｡
砂
若
は
7
部
有
孔
虫

へ
オ
パ
ー
キ
ユ
-

ナ
)
も
彩
畳
に
含
ん
で
甚
し
-
石
灰
質
で
あ
る
.｡
此
あ
i1
り

1
韓
は
近
-

略
四

米
か
五
米
ほ
と
の
上
昇
も
L
i1
梅
岸
で
以
約
に
悦
が
術
記
小
丘
か
直

損
に
洗
っ
て
ゐ
穴
も
句
で
あ
る
ら
し
い
O
そ
れ
故
に
綿
飴
の
柳
崖
が
敬
幾

L
清
光
不
動
分
間
に
エ
-
保
存
さ
れ
た
地
形
が
頭
つ
t･J
ゐ
ろ
｡
其
皆
岬
今

の
伊
尾
未
小
串
校
前
に
石
灰
質
の
砂
岩
布
質
い
て
洞
穴
が
-;
雑
il
C
地
膚

は
南
に
傾
斜
し
て
ぬ
る
故
に
洞
穴
の
奥
部
に
は
此
石
灰
質
よ
り
下
の
膚
準

に
わ
i･1ろ
炊
質
の
砂
が
出
て
衆
iL
O
馬
に
洞
穴
托
急
に
大
･4
,-
七
つ
i1
が

天
井
が
落
ち
て
孔
と
な
つ
㍗
｡
此
孔
か
静
堪
鮎
と
し
て
若
い
師
.れ
把
が
教

壇
し
附
把
の
水
在
簸
め
て
現
在
に
小
さ
い
淡
谷
と
Tj=･つ
た
｡
其
群
eiJは
約

三
十
米
で
あ
る
.
谷
の
水
は
洞
穴
わ
く
ぐ
つ
て
晦
に
出
ろ
の
で
其
上
は
天

然
橋
に
>q
つ
た
｡
(i
.M
f)

の

讃

峨

屋

島
の

霊

の
鷹

高
松
市
よ
り
髄
束
に
て
束
符
約
三
十
分

に
し
て
横
島
停
留
所
に
著
-
0
:
れ
よ
り
低
地
各
地
す
れ
ば
約
五
TE
米
に

し
て

1
つ
の
鞄
丘
あ
り
､高
さ
七
光
｡
牧
丘
上
は
始
め
平
坦
な
れ
と
漸
次
に

紋
的
斜
な
保
ち
て
屋
島
-;
藷
に
及
ぶ
o山
鹿
､屋
島
小
袋
校
附
近
ほ
崩
墳
潜

に
し
て
其
の
東
柵
三
十
光
の
地
よ
り
風
化
せ
る
粗
他
県
蜜
雌
花
闘
岩
の
露

出
か
見
る
.
こ
の
附
近
よ
り
戟
路
給
食
と
bT<
り
花
樹
岩
及
古
鋼
石
安
山
岩

男
五
懸

弟
1
班

八六

凡
帝

の
崩
磯
多
L
Q
甘
七
八
十
光
の
地
よ
り
毅

両
岩
と
な
り
版
状
節
理
よ
く
蟹

洩
せ
り
0
俗
i1.
盛
石
と
い
ふ
｡
巾
項
ほ
ほ
5本

週
に
し
て
垂

壁

膏
九
十

三
光
'
屋
島
奇

､
談
育
樹
等
あ
り
､
屋
島
帝

域
内
に
は
白
色
凝
灰
岩
の
露

出
せ
る
成
あ
り
て
｢
守
の
磨
｣
と
榊
せ
り
O
屋
島
に
杖
,

e･曳
-
も
の

1
野
の

頂
低
め
る
ベ
L
｡
(
T
tU
塵
)

◎

本
邦

の

中
等

海

水

面

は

蹴

て

大
地
測
盈
串
非
に
於
て
各
地

の
厳
格
も
淀
む
為
に
は
何
れ
-
叫
等
桁
火
脚
在
以
て
基
準
田

と
す
｡

本
邦
に
於
げ
ろ
精
密
水
準
洲
最
節
米
の
噌
大
は
明
汚
十
六
年
に
し
て
'

常
時
水
準
湖
東
の
其
準
耐
と
し
て
静
め
Y
近
過
せ
名
,申
年
海
水
佃
か
採
用

す
る
の
必
要
九
生
じ
'
内
務
省
の
故
備
に
係
る
東
京
野
内
隅
田
川
河
口
盤

岸
島
に
設
け
た
品
数
潮
績
み
以
て
明
拍
六
年
よ
り
明
拍
十
二
年
十
二
月
に

至
る
六
か
卒
中
の
期
間
に
於
て
簡
施

d
る
盈
潮
親
測
り
結
苑
に
依
り
決
定

せ
る
坤
等
梅
水
田
(凍
某
街
中
等
潮
位

)か
窄
JJ
せ
る
基
準
よ
り
軍
庁
島
水

準
鮎
の
嵐
高
み
決
定
せ
り
｡
越
え
て
明

怜
二
十
凹
平
五
月
陸
地
洲
鹿
部
構

内
に
,%
さ
一
〇
米
の
虚
よ
り
設
け
i1
ろ
瞭
北
柏
晶
癖
上
の
重
石
に
水
晶
脱

尺
度
(
零
分
割
の
上
下
に

寒
流
全
品

1
0
糎
の
分
割
私
有
す
)
わ
柵
入
L
t

英
零
分
割
の
位
託
を
前
記
拓
岸
島
水
準
鮎
よ
り
終
世
水
準
洲
虫
に
て
導
け

る
昼
壁

遠

来
1.iO
の
虚
に

7
致
せ
し
め
i1
り
Q
爾
後
之
和
水
準
流
鮎
と
し

て
其
中
等
鴻
水
面
よ
り
の
最
高
か
二
四
米
霊
と
決
定
せ
り
O而
し
て
本
土
'

九
州
t的
固
､北
縮
退
に
於
け
ち
各
地
の
最
高
は
此
水
準
既
鮎
か
基
準
と
し

て
起
算
せ
る
も
り
な
り
｡

上
述
の
如
く
水
準
尿
鮎
の
晶
塾

7g
l米
吾
は
永
年
胡
洲
の
結
果
よ

り
噂

け
ろ
坤
等
終
始
佃
の
伯
よ
り
池
雑
ぜ
ろ
-
の
.に
非
ざ
る
も
､
其
の

値
ほ

一
九
〇
〇
年
よ
り
i
九
三
二
年
に

亘
る
期
間
太
平
沖
岸
三
崎
町
紬
盤
陵
潮



域
に
放
て
,;
定
せ
ろ
叫
等
梅
水
面

ム
I
の
も
の
と
偶
ヤ
三
純
の
差
,セ
以
て

一
致
し
あ
り
0

駕
轡
に
放
て
は
菟
隆
輪
湖
劫
叫
濁
水
峰
鮎
和
室
轡
に
於
H
s{
水
準
炊
鮎

と
し

一
九
〇
四
-

2
九

二
二
年
間
槻
測
り
基
俊
敏
潮
塊
よ
り
導
け
る
岬
等

潮
他
よ
り

其
鮎
の也鞄
瑞
も
二
光
孟
O
と
決
定
せ
り
O

樺
太
に
放
て
ば
水
牛
級
潮
吸
附
簡
水
準
鮎
か
樺
太
に
於
げ
ろ
水
･%
拭
鮎

と
す
｡
而
し
て
水
神
輪
湖
助
は

山
九
二
二
年
の
開
設
に
係
り
IB
齢
洩
き
み

以
て
耽
り山猿
届
･La
決
定
す
る
に
卓

ユ
亡
ろ
i

j
九
二
二
-
一
九
二
咽
咋
周
縦

軸
の

紫

苑
に
散
す
れ
ば
同
水
準
別
の
最
高
は
相
次
正
一
な
り
｡

以
上
滅
べ
た
る
が
如
-
各
地
の
最
高
は
吋
等
捧
水
面
も
遮
畔
と
し
て
ii:

畢
織
も
決
定
せ
ら
れ
た
る
水
準
原
鮎
の
尻
馬
に
塞
き
統

一
的
に
測
漣
宰
b

れ
あ
る
も
別
に
凍
邦
各
地
に
放
け
る
中
等
細
水
何
洲
蓬
の
篤
め
走
の
各
地

に
険
酒
場
か
設
置
ぜ
リ
｡
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地

線

各
輪
湖
塊
に
は
P
I
Zl
ケ

ル

ビ
ン
式
自
記
敬
潮
俄
私
設
鑑
し
約
二
〇
分

-
の
折
尺
み
以
て
潮
位
聖
尚
低

み
自
融
せ
し
め
居
れ
り

0

番
の
潮
洲
賠
具
わ
盤
醜
し
各
地
申
噂
潮
位
も
罫
足
せ
る
に
凡
そ
次
の
成

典
を
碍
た
り
｡

7
.

7
年
平
均
の
中
等
潮
位
と
各
月
平
均
の
坤
苓
潮
位
わ
比
較
す
る

ii

約

一
五
-
3
七
粒
以
下
空
砲
低
空
が
L
t
船
に
七
ー八
､九
の
夏

期

に
於
て
潮
位
高
-
7コ
こ
､
四
の
冬
脚
に
放
て
潮
位
低
し
｡

二
二

九
〇
0
-
7
九
二
四
年
間
に
於
け
る
平
均
潮
位
と
各
年
に
於
け

る
中
等
潮
位
和
地
映
す
る
に
約
七
-
八
糎
以
下
の
高
低
を
耶
L
其

時
期
ほ
太
平
禅
岸
と
日
本
梅
泊
岸
と
に
よ
り
叉
は
各
瞭
潮
鳴
海
に

若
干
九
典
に
せ
り
｡

三
J
各
翰
潮
塊
に
於
て
五
串
日
'
十
年
日
､
十
五
中
日
･
二
十
年
日
の

平
均
潮
位
を
抹
り
之
私

Z
九
〇
0
-

7
九
二
四
年
間
に
放
け
る
平

均
饗

と
比
較
で
㌢

五
年
宏

も
の
に
倣
て
盃

粍
以
下
,
十

中
日
0
1
の
L
於
て
五

蒜

以
下
､
十
五
年
日
の
も
の
に
於
三

･七
粍
以
下
､
二
十
年
臼
の
･1
の
に
於
て
1
0
郎
以
下
の
桐
迎
私
有

す
る
提
供
に
あ
る
も
以
三

輪
潮
助
に
於
け
ろ
朔
捌
約
二
十
年
に

亘
れ
ば
其
地
の
恒
淀
的
坤
等
梅
水
面
の
低
み
求
む
る
に
充
分
,.･J
る

べ
L
｡

a
.
完

0
0
I

完

二
四
年
間
各
翰
潮
境
に
放
け
る
胡
洲
よ
り
導
け

る
中
等
鯨
水
蹄
と
粉
据
水
準
測
度
に
よ
り
各
輪
潮
喚
問
を
追
給
せ

る
鮮
卑

IJ
り
見
れ
ば
本
邦
油
岸
各
地
に
於
け
る
中
等
略
水
面
相
達

の
蹄
係
攻
の
如

し
0

地

力

髄
叩屈
辱

太
平
押
棒
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.
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八
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油
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串
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岸
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忠
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+
っも
は6

-
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I
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未
件
に
酪
す
る
評
柵
の
衆
は
大
正
十
四
年
五
月
陸
地
州
鹿
部
編
纂
中
等

鴇
水
間
測
定
成
果
概
礎
に
明
か
叱
り
C
(陸
鞄
洲
磯
部
駿
空

0

地

中

海

に
於

け

石
蕗

中

津

火

tU
の
覗

出

五

二
若

八
月
二
五
日
希
脱
ア
ゼ
ソ
ス
の
水
望

宗

に
依
れ
ば
地
中
梅
サ
ン
ト
り
y

s
蔓

orln

島
の
.E
岸

M
ik
ro

]<
p
f)nen
i
及

2Teo
K
a
hn
em
蘭

の
水
道
に
暗
火
山
が
現
出
L
L
i･
其
の
噴
火
｡
の
依
託
は
英
梅
叢

野

7

0
望

戒

に
て
北
路

3
6･2
1,等

､
東
経

25
D2
i
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完

二
五
jF
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月
二
ご
.目
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噴
火
山
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さ
竺

聖

二
沢
で
莞

iI
,船
舶
に
叫
蟹

の

距
離
ま
で
危
険
な
し
に
峻
火
口
に
増
近
言

‥
と
か
他
氷
る
｡
又
2
'lZfle0

K
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en
i
及

N
e0

1{
a
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en
i
間
の
二
小
島
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蒋
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に
依
り
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淡
か
去

ら
れ
今
や
輪
と
批
岩
と
讐

て
ゐ
ろ
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N
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a
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束
伽
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堆

(
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